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サイエンスカフェとは

科学者と一般市民が飲み物片手に気楽に科学の話題
について語り合うコミュニケーションの場

（講演会とは違う）

サイエンスカフェ伊丹のミッション

科学技術に関して幅広い市民の関心と理解を深める
こと

サイエンスカフェ伊丹のビジョン

科学者と市民が自由に語り合えるコミュニケーショ
ンの場作りを行う

１．サイエンスカフェとは



• 発足 ： 2008年

• カフェ開催頻度 ：おおむね月1回（のべ87回）

• 活動拠点 ： 伊丹市立生涯学習センター

/ラスタホール

• その他：年1回レストランで開催

• スタッフ：十数名（女性6～7名,男性4～5名）

２．サイエンスカフェ伊丹紹介



３．サイエンスカフェのようす

人数：定員28名
+スタッフ約10名

時間：土曜14～16時
（話50分、
休憩10分
質疑50分）

参加費：800円
（茶菓代,講師謝金）



４．テーマの一例



４-2．テーマの一例


